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　わが国に於ける菜種よりの採油は，近年ほとんど圧抽

法に：よって行われているけれども，各製油工場の採油工

程に澄ける温度条件はかならずしも同じではない。Clan－

di。inらP拡びCl。。di。i。2）は，圧搾粕製造の際に，

クッカー（cooker）やコンディシgナー（conditioner）

の温度を高くすれば，粕のリジン含量が低くなり．また，

それを給与されたヒナの成長は低下し，甲状腺の重：量増

加の程度も強かったこと，さらに，二二粕あるいは抽出

粕は全リジン細よび有効性リジン‘AL）含量が高く，

圧搾粕よりもその栄養価がすぐれているが，これは圧搾

櫓製造の場合のように雪採油工程において過度の加熱を

受けていないことによると述べている。このように，菜

種よりの採油時に細ける偲度条件，すなわち，主として

加熱の程度の違いが，その粕の栄養価のみならず，その

特殊成分の抗甲状腺作用にまで影響をおよぼすであろう

ことは当然予想されるところである。しかしながら，わ

が国に慶いてはこの点に関する検討例はほとんどみられ

ないり

　そこで．製油工場あるいは採油方法が異なり，製造の

際の鑑度条件が異なると推測される菜種粕，また．色づ

けのための加熱処理の有無あるいは製造工程に澄いて温

度条件を異にして裂造された菜種粕を用い，菜種の採抽

工程における温度条件の違い，すなわち，菜種柏裂造条

件の違いが，成長，甲状線，嗜好性および消化性などに

およぼす影響について調べ，飼料原料として使用するこ

とを目的とした場合の菜種粕製造条件の影響についての

基礎的知見を得ようとした。ここにこれらの結果を取b

まとめて報告する。

製油工場を異にする菜種粕の比較

　いずれもカナダ産：の菜種を原料として，異なる製油工

場に旧いてそれぞれの工場に澄ける慣行の条件の下で採

油されたものであるが，その水溶性窒素指数（NSI）細

よぴ色調から，採油工程に：teける加熱の程度が異なると

推測される抽出粕亙種類細よび圧抽粕3種類の計4種類

の菜種粕をヒナに与えて，成長，嗜好性ならびに甲状腺

などに：論よぼす影響を比較した。

実験方法

単冠白色レグホーン種の雌初生ヒナ75羽を，15羽

ずつ対照区，A耗区，　B柏区，　C粕区鉛よびD粕区の5

区に分けて用いたQ

　供試した菜種粕は4種類で，その中の1種類はカナダ

の製油工場に澄いて抽出法により採油して製造された抽

嵐粕C以後A粕とよぶ）である◎他の3種類は，わが国

の異なる製油工場に診いて圧抽法により製造された，い

わゆる圧抽粕（以後B粕，C粕澄よびD粕とよぶ）で，

いずれもカナダ産の菜種を原料として，それぞれの製油

工場における慣行の条件下で採油されたものである。こ

れらの粕の一般組成論よびNSIはeg　1表に示すとk・　b

であった。な澄，水溶性窒素の定量は，麻生3）ならびに

細ら4）の報告し妨法鯵都して汰要つぎの捷

一4　3一



茨大農学術報告　第24号

Table　1． Cherr｝ical　comppsition　aRd　nitrogen　solubility　ind．e．．x　of　rapeseed　meals　（O／o）

R　apeseed

　　　　　　Moisture
m　eal

Crude

protein’

Crude　N　itrogen　Crude　Crude
　　　　　free

fat　extract　fiber　ash

　　1）
N　SI

A
B
C
D

9．　O

l　L4

1　1．9

1　2．　5

3　8．3

35．3

32．6

3　4．7

2．　3

1．　5

2．　3

L1

34．3

3　5．5

34．9

3　4．3

go．2

1　O．6

1　1．8

1　1．O

5．　9

5．　7

6．　5

6．　4

24．4

24．璽

8．6

1　6．8

1）　Nitrogen　solubility　index：（water　soluble　nitrogen／total　nitregen）×10e．

りに行った。

　試料2gを抽出管‘遠沈管）にはかり取り，蒸留水25

認を加えて60分聞室温に澄いて振とう抽出した後，

2，　9　OOr．p．．m．で10高聞遠心分離し，上澄液を150認

容メスフラスコに移す○残渣には再び蒸留水25磁を加

え，同じ操作を蚕回反復する◎150　mg容メスフラスコ

に集めた抽出液を蒸留水で定容にした後，ろ過（東洋ろ

紙No．5A）し，ろ液25認について，ケルダール法によ

り窒素量を測定した。なk・，NSIは別に定量した全窒

素に対する水溶性窒素のパーセントであらわしたもので

ある。

　以上の《種類の菜堅粕を。それぞれ15％ずつ配合し

た菜種粕配合飼料（以後A粕区飼料，B粕区飼料，　C粕

区飼料k’よびD粕区飼料とよぶ）および菜種粕を配合し

ない対照罪科を第2表に示した配合割合に従って調製し

Table　2．　Composition　of　experimentl　rations（O／o）

Ingredient
　　　　　　1）
Control　R　SM，150／o

ration　ration
￥ellow　cornt

Soybean　meal

Rapeseed　m　eal

Fish　mea玉

Rice　hull

Calcium　carbonate

Dica｝cium　phosphate

Sodium　chloride
　　　　　　　　　　　　　2）
Trace　m　ineral　supplem　ent
　　　　　　　　　　　　　’2）
Vitamin　ADE　supplement
　　　　　　　　　　　3）
Vitam　in　B　supplement

Coccidiestat

6　4．7

玉｛瓦O

g．　e

4．　5

　L3

0．　6

0．　45

　0．　05

　0．　15

　e．　17

　e．os

65．2

s．　e

15．0

9．　0

1．　3

e．　6

0．45

0．es

O．　15

　0．　17

　0．08

Crude　protein　（analyzed）

TDN　（calculated）

2　1．3

6　9．2

～

6
5
2

α
－
，
q
ψ

2
2
6

1）　Rapeseed　m　eal．
2），3）　gee　NakayaS）’6）

た。なお，配合割合は対照飼料と菜種粕配合飼料とに随

いて，ほぼ煮たんばく質・等エネルギーイTDN）になる

ように考慮した。

　　　　　　　　　　7）
　ヒナは．従来の要領　に従って爆週間飼育し鵡体重

は餌づけ後1週ごとに測定したが，2週後訟よび3週後

に於いては区ごとに：まとめて計量し，計算により1羽あ

たりの平均体重を算出した。その他の場合は個体別に測

定した。

　試験終了後に，．各区から平均体重に近いヒナをそれぞ

れ5転ずつ選んで解剖し，甲状腺ゑよび膵臓の重量を測

定して各区の飼料給与の影響を比較した。

　嗜好試験はつぎのようにして行った。すなわち，前述

の試験に用いたヒナとふ夕日が同じの単位白色レグホー

ン種の雄ヒナ10羽を，菜種粕が配合されていない市販

の育すう用津料で1週間飼育した後に：，キャフェテリア

（cafeteria）方式による8日間の試験に供した。飼料

は，前述の飼育試験で使用したと同じ4種類の菜種粕配

合飼料を用いたQこれらの飼料を同型同大の4個の給餌

器に入れ，同一平すう器内に置き，場所の違いによる影

響をなるべく避けるために，旧に2回その位置を変え

て10羽のヒナが自由に選択して摂取できるようにした。

また，飲水は自由とした。4種類の飼料について，それ

ぞれの給与量から二二量を差し引いて，各飼料の毎日の

摂取量を求め，8日間に齢ける1羽あたりの総摂取量を

もつて嗜好性の良否を判定することにした。

　つぎに，N鐙にもっと略差異がみられたA粕およびC

粕について，それぞれを40％配合した飼料の粗たんぱ

く雲門よび糧繊維のヒナによる見かけの消化率ぐ以後消

化率とよぶ）を，酸化クロムを指示物質とするインデッ

クス法により測定した。ヒナは餌づけ後2週間市販の育

すう用飼料で飼育した単冠白色レグホーン種の雌16羽
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を等分し，両飼料についてそれぞれ8羽を1群4断ずつ

の2群として群嘱した。供試した飼料の配合割興は，第

3表に示したと鉛りで，これに約α2％の駿化クロムを

均一になるように添加混合した。

Table　3．　CompositioB　of　ration　used　in　diges－

　　　　　tion　tr1al

Ingredient o
／
o

Yellow　corn

Soybean　meal

Rapeseed　meal

Calcium　carboRate

Dica玉cium　phosphate

Sodium　chloride

　　　　　　　　　　　　　1）Trace　m　ineral　supplein　ent

　　　　　　　　　　　　　2）Vitam　in　ADE　supplement

　　　　　　　　　　　2）Vitamin　B　SUPPleme就

Chremic　oxide

52

3

40

　1．　5

　2．　O

　O．45

　0．　2

　0．25

　0．4

　e．2　・

1），2）　See　the　footnote　2，3　of　T　able　2．

　な慶，試験期間は計8N間で，予備飼育期間語よび本

試験期間をいずれも4日間とした。ふん尿混合物は，本

試験期間の4日間の毎日一定時刻に，飼育ケージの下に

設けた受け皿va　tそのほとんど全量を採取し，羽毛など

のきkう雑物をとり除き，55～60℃で通風乾燥し，4

日分をあわせて分析用試料とした◎

　なお，飼料の粗たんぱく質，飼料詮よびふん尿混合物
　　　　　　　　　　8）
の粗繊維の分析は常法　により，ふん尿混合物のたんぱ

償の趨は，Ekm、。らの直舷））をレ旗解し結
　　　　　le）
田らの方法　により行つ牟。この方味は・ふん尿混合物

中の尿成分を溶解または駿化した上で溶解して除去しs

残存するふん成分を測定するものである。また，酸化ク
　　　　　　　　　　　　　　　　1玉）
ロムの定量は硝酸。過塩素酸駿化法　により行った◎

実験結果

　増体量：，飼料摂取：量知よび飼料効率についての成績を

第4表に示したQ

Table　4．　Effect　of　die£ary　treatments　on　weight　gaiB，　feed　lntal〈e　and　feed　efficiency

Dietary

　　　　1＞treatm　ent

Weight　gain Av．　feed　intake Feed　efficiency2）

（g） Ratio （g） Ratio （o／6） Ratio

Control

A・RSI　，150／．

B・RSMI50／．

C・RSM，150／．

D・RSM，150／．

　　　3＞
263圭5

253士5

255士3

252士4

254士8

エ00

96

9S

95

96

588

571

578

579

588

1ee

97

98

98

100

44．7

4　4．3

4　4．1

43．5

4　3．1

1ee

99

98

｛7

96

1）　A・RSM：rapeseed　meal　A，　B’RSM：rapeseed　rn　eal　B，　C’RSM：rapeseed　mea｝　C，

　D・RSM：rapeseed　meal　D　（See　T　able　1）．

2）こWeight　gain（9）／feed　intake（9）〕×1◎◎．

3）　Mean±standard　error．

　対照区のヒナの成長は，その他の4区に比較してやや

良い傾向にあり，菜種粕配合飼料を給与した4区に：於け

る成長はほぼ同じであったQ増体量について，各区相互

の間の差の有意性を検定した結果，すべて有意ではなかった◎

　飼料摂取：量は，対照区とD粕区では同じで，B粕区k・

よびC粕区がほとんど同じでこれにつぎ，抽出法により

採油して製造された抽出粕ぐA粕）を与えたA粕区では

わずかに少なかった。しかしながら，対照区あるいはD

粕区とA粕区との間の差は1：羽あたり17gであって，

それほどの差異ではなかった。また，飼料効率は，対照

区，A粕区診よびB粕区の3区においてはほとんど等し

く，C柏町．k・よびD粕区では，これらの3区よりもわず

かに劣る傾向にあった○このように，とくに差異がある

とはいえないけれども，飼料摂取臼田よび飼料効率につ

いては各区の間に上述のような傾向がみられた。

　甲状腺および膵臓の重量の測定結果を第5表に示した。

甲状腺重量を比体重重量で比較してみると，D粕区＞C

粕区＞B粕区＞A粕区〉対照区の順に重く．菜種粕配合

飼料を給与した4区のヒナに於いては，その重量は対照

区よりもいずれも有意（P＜α01）に増加し，約1・7～

2．4倍の重量になっていた。これらの4区の中では，D

粕区がもっとも重く，その他の3区との間にそれぞれ有

一4　5一
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Tab玉e　5．　Comparison　of　weight　of　thyroid　and　pancreas（fresh　w　eight）

Dietary

　　　　　1）treatmeRt

T　hyroid　（m　g） Pancreas　（g）

　　2）
Abs．

　　3）
Re玉。 Abs． Re1．

Control

A・RSM，　150／．

B・RSM，　150／．

C・RSIVI，　150／．

D・RSM，　150／．

1　8．　5

3　L2

3　2．6

3　4．7

4　2．5

　　　　　4）6．1士0．5

　　　　紐10．6士0．5

11．0　士　0．9）ee

lL9士α潜
14．4士0．6bee

1．1　9

i．oo

l．36

1．3　0

1．26

O．40士0．02

0．41士0．01

0．47　i　O．03

0，45士0．02

0．43士O．03

意差が認められた。つぎに，膵臓の比体重重量について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽
みると，有意な差は認められなかったが，菜種粕配合飼

料給与区に於いては対照区よりもわずかに重い傾向にあ貌。

　嗜好試験に：診ける各飼料の1艮ごとの摂取量は，第1

図にみられるとおりであった。8β間の飼料の1羽あた

10

8
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
4

　
ハ
図
り
刷
ぶ
り
＼
》
σ
5
℃
＼
畿
）

⊆
○
回
細
α
鶏
添
。
り
O
O
O
　
℃
①
Φ
瓢

2

1）　See　the　footnote　1　of　Table　4．

2）　Absolute　weight．

3）　Relative　weight（per　100g　body　weight）．

4）　Mean±standard　error．

5）　‘X一一）eSignificantly　different　from　control　at　P〈O．Ol．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60

　i）
48．4g

40・触

　
　
　
　
　
　
　
十

鎖
◎
酬
9
甑
緕
5
の
藏
O
Q
　
唱
Φ
Φ
脳
【
題
○
↑

40

20

9S

30

十

×
Φ
℃
ε
珍
刷
｛
蚤
三
〇
の
鶯
Φ
b
4
0
」
輯
咽
Z

02

01

34．7g

26．5g

　　　0

　　　　　12　34　56　78
　　　　　　　　　Days
Fig．1．　Daily　feed　consuinption　by　chick　in

　　　　pala．tability　trial．

　　　　一＠一A・RSM，　15％1－O－B・RSM，　150／．；
　　　　一as－C・RSM，　150／．；　一A－D・RSM，　150／．．

1）　Total　feed　consumptioR　for　8　days　（per　chick）．

りの総摂取量は，C粕区＞D粕区＞B粕区＞A粕区の順

に多く，したがって，供試菜種柏の嗜好性も，この傾に：

A・RSIM　B・RSM　D・RSM　C・RSI．V［
Fi’ 〟D2．　Rela£ionship　betvvTeen　palatability　of　rape－

　　　　seed　meal　ration　and　nitrogen　solubility

　　　　index　of　rapeseed　meal．
　　　　1）　See　the　footBote　1　of　Fig．1．

　　　　　le）
たんぱく質　細よび粗繊維，また，両者の駿化クロムの

測定結果を第6表に示した。第7表には，これらの値か

ら算出した粗たんぱく質澄よび粗繊維の消化率を示した。

粗たんぱく質の消化率については，両粕を配合した2種

類の飼料の間にほとんど差異がみられなかったQこれに

対して，粗繊維のそれはC粕配合飼料の方がかなり高かった。

Table　6．　Some　constituents　aRd　chromic　oxide
　　　　　contents　of　rations　and　chicl〈　excreta（O／6）

Item
　　Mois一　Crude　Crude　Chromic

Lot　pro－　　ture　tein　fiber　oxide

良好であると考えられたQこれらの菜種粕のNSIは，

すでに第1表に示したとk・　b，A粕＞B粕＞D粕＞C粕

の順に高く，第2図にみられるとおり，4種類の粕につ

いての両者は逆の関係にあるようで，有意ではなかった

けれども，相関係数はr＝一〇．934と計算されたっ

　A柏とC柏について行った消化試験で用いた飼料の水

分，粗たんぱく質および粗繊維，ふん尿混合物の水分，

A就：翫

噺｛臓

1　O．3

1　3．　9

13．7

1　2．2

1　3．2

1　3．3

15．1

s．　e

8．　4

1　3．5

8．7

8．7

4．　6

1　3．　4

1　2．8

4．　7

1　3．　6

13．7

O．　20

C．　62

0．59

e．18

0．63

0．59

1），2）　See　Table　1　and　the　footnote　1　of　Table　4．
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Table　7．　Apparent　digestibility　of　crude　protein

　　　　　and　crude　flber　in　rapeseed　meal

　　　　　ratlon　（O／o）

Rationi）　Lot　Crude　protein　Crude　fiber

A・RSM，40％
ration

C・RSM，400／．

ration

i一　1

鳳
f
　
i
．

S2
　Av・

8　2．9

8　1．2

8　2．0

8　1．6

8　O．3

8　O．9

6．e

5．　7

5．　8

1　7．3

1　1．1

1　4．2

1）　See　Table　3　and　the　footnote　1　of　Table　4．

粕とよぶ）は比較のために用いたもので，採油時期だげ

がそれぞれ多少異kるが，同じ製油工場に：ne・いて製造さ

れたもので，色づけ粕と同じように色づけのための加熱

処理が施されている粕である。これら4種類の菜種粕の

一般組成を第8表に示したQ

　供試した飼料の配合割合ならびに粗たんぱく二二：量k・

よびエネルギー含量（TDN）の計算値は第9表に示した

Table　8． Chem　ical　composition　of　rapeseed

meals　（O／o）

色づけのための加熱処理の

有無の影響 R・peseed・m・al’）　M・iS・　畠建干。　C欝Nit国恥ee講C互器e

　わが国においては，菜種粕の製造の際に，

製油工場によっては慣習上肥料向けに，色

づけのための加熱を行っている。この色づ

けのために行われている加熱が，菜種粕の

成長澄よび甲状腺に対する作用に，どのよ

うな影響を澄よぼすかを知ることを齢もな

目的として，色づけ前の粕（以後色づけ前

UntoastedRSM

Toasted　RSM

Ae　R　S　M（toasted）

BeRSM（toasted）

1　O．7

1　O．9

1　2．7

1　O．9

33．3　4．9

32．8　5．6

36．i　2．9

33．3　1．8

3　6．3

3　6．1

3　2，e

3　6．0

8．3　6．5

8．2　6．4

10．3　6．O

ll．5　6．5

1）　Toasting　process　for　coloring，　RSM：rapeseed　meal．

粕とよぶ）と色づけ後の粕（以後色づけ粕とよぶ），ま

た，比較のために，採油時期はそれぞれ若干異なるが，

同じ製油工場に謡いてほぼ同じ条件下で製造された2種

類の色づけ粕とをあわせて，計4種類の粕についてヒナ

を用いて検討した。

巽験方法：

Table　9． Composition　of　expeyimental
rations　（O／o）

Ingre（蓑e鍛t

Control　RSM｝）150／o

ration　ration

単冠白色レグホーン種の雄初生ヒナ75羽を，対照区，

色づけ前向区，色づけ学区，色づけA同区および色づけ

B粕区の5区に等分して用いた．fi

　供試した菜種粕は，いずれもカナダ産の菜種を原料と

して製造されたものである◎色づけ前粕とは，さきに述

べたように，色づけのための加熱を行っていないもので

あり，色づけ粕は，この色づけ前粕にさらに色づけのた

めの加熱処理を施したものである。したがって，両吟は

色づけの段階に至るまでは，全く同じ条件下で処理され

ていることになるQなお，色づけA緑区澄よび色づけB

粕区で供試した菜種粕（以後色づけA粕澄よび色づけB

Ycl！ow　com
Defatted　rice　bran

Soybean　meal
Rapeseed　m　eal

Fish　mea｝

Alfalfa　meal
Ca｝cium　carbonate

Dicalcium　phosphate

Sodium　chloride
　　　　　　　　　　　　　2＞’1”race　m　ineral　supp｝emeRt
Vitarnin　A　D　suppleixient　2）

VitainiR　B　supplement3）

Vitamin　E　supplement4）

A耽ib沁tic　suppleme鍛t5＞

Cocc三d童osta£

6　O．6　7

9．　O

l　5．0

1　e．0

2．　5

1．3　5

0．60

0．45

　0．05

0．1　O

　O．1　3

0．e　4

　0．O　7

　0．04

5　6．6　7

8．　0

　5．　0

15．0

1　O．0

　2，　5

　13　5

　0．60

　e．45

　0．05

　0．10

　0i　1．　3

　0．O　4

　0．07

　0．04

Crude　protein（analyzed）

TDN（calculated）

2　O．2

6　7．6

2　O．5

64．6

1）　Rapeseed　meal．
2），3）　See　the　footnote　2，3　of　Table　2．

4）　Contains　vitamin　E　acetate　68　1．U．per　g．

5）　CoRtains　oxytetracycline　40．8　ltag　per　g．
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と診りで，とくに：菜種粕の配合に際し，エネルギー含量

調整の配慮をしていない。したがって，菜種粕15％配

合の有無に：よりTDNとして3％の違いがみられた。

　ヒナは，1週ごとに1羽ずつその体重を測定した外は，

前実験と同じように4週間飼育して試号した。

　4週間の試験終了後に，各区からその平均体重に近い

ヒナ4羽ずつを選んで解剖し，甲状腺の重量を測定して

各区の飼料給与の影響を比較したQ

実験結果；

　増体量，飼料摂取量k・よび飼料効率についての成績を

第1◎表に示した。

Table　IO．　Effect　of　dietary　treatments　on　weight　gain，　feed　iRtake　aRd　feed　efficiency

　　　　　　　　　1）
Dietary　treatment

Weight　gain 　　　　　　　　　　　　　　　　　2）Av．　feed　intake　Feed　efficiency

（g） Ratio （g） Ratio （O／．）　Ratio

Control

Untoasted　RSM，　150／o

Toasted　RSM，　150／o

A’RSM（toasted），　150／o

B’RSM（toasted），　150／o

　　　　3）
200士7

187士5
1．　86士6

184士8

187士6

1OO

93

93

92

93

462

449

443

452

449

100

97

95

97

97

4　3．2

41．6

4　1．9

4　O．7

4　1．6

IOO

96

96

94

96

　　　　1）　See　the　footnote　1　of　Table　8．

　　　2）　［Weight　gaiR（g）／feed　intake（g）］×leO．

　　　　3）　Mean±standard　error．

　対照区のヒナの成長は，菜種柏配合飼料を給与した他

の4区のそれよりもやや良い傾向にあったが，後者4区

の間にはほとんど差異はなかった○また，4週間の面体

：量についてみても，5区相互の間には有意差はみられな

かった○

　飼料摂取量および飼料効率は，菜種粕配合飼料を給一与

した4区に：おいては，対照区よりわずかではあるが低い

傾向にあった。

　なお，成長，飼料摂取量および飼料効率につbて，色

づけの有無による差異はほとんど認められなかった。

　甲状腺重量の測定結果を，．比体重重量とともに第11

表に示し鵡比体重重量についてみると，菜種粕配合飼

料を与えた区のヒナではいずれも対照区より重く，色づ

け前粕区，色づけ粕区，色づけA粕区澄よび色づけB粕

区で，それぞれ対照区の約1．8倍，L5倍，1・　3倍鉛よ

び1．6倍で，色づけ前粕区がもっとも重くなって駈りs

対照区との間にそれぞれ有意な差（Pく0．01，P〈O．　05，

P＜0．05お・よびP〈0．Ol）のあることが認められた。

また，色づけ前粕区と色づけ粕区とでは，前者の方が有

意（PくO．05）に重かった。

製造工程における処理温度の差異の影響

　菜種の採油工程に訟ける処理温度と菜種粕特殊成分の

作用との関連性ならびに消化性についての基礎的知見を

Table　11．　Comparison　of　thyroid　weight（fresh　weight）得ることを澄もな邑的として，同じ製油工場に細いて・

　　　　　　　　1）　mgD」etary　treatment　Mtb．2　Rel．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　4）C　ontrol

Untoasted　RSM，　150／o

Toasted　RSM，　150／o

A’RSM（toasted），　150／o

B・RSM（toasted），　15e／o

13．1士1．4

　　　　一）C一一）G
22，6士1．9

19。3士1．7

16．5±O．8

　　　　今←一捧
20．2士0。8

5．5士0．5

　　　　咲・う←
1e．　3士0．8

8。7士0．6

7．5：士α3

　　　　N今G9．1士0。3

1）　See　the　footnote　1　of　Table　8．

2）　Absolute　weight．

3）　Relative　weight．

4）　Mean±standard　error．

5）　一）es‘）e－X－Significantly　different　from　control

　at　P〈O．05　and　P〈O．　el，　respectively．

慣行の温度条件下で製造された菜種粕と，実際の採油上

支障のない限りなるべく低い温度条件下で製造された菜

種粕とを用いて検討した。

1、成長および甲状腺について

実験方法

実験1

単冠白色レグホーン種の雌初生ヒナ45羽を，15羽

ずつ対照区，常温高高澄よび低温晶晶の3区に分けて用
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いた。・

　対照区のヒナには菜種粕を配合しない対照飼料を，常

温粕区k・よび低温粕区のヒナには，後で述べるような常

温粕あるいは低温粕をそれぞれ15％配合した飼料を給

与した。飼料の配合割合は第12表に示したとおりで，

Table　12．　Cemposition　of　experimeRtal　ratioRs（O／o）

Ingredient
Control　RSMP　150／o

ration　ration

Ye｝low　corn

Wheat　bran

Defatted　rice　bran

Soybean　meal

Rapeseed　meal

Fish　meal

Alfalfa　meal

Calcium　carbonate

Dicalcium　phosphate

Sodium　chloride

　　　　　　　　　　　　　2）
’1’race　m　ineral　supplement

　　　　　　　　　　　　　3）
Vitamin　AD　supplement
　　　　　　　　　　　　4）
Vitamin　B　supplemen£

　　　　　　　　　　　5）
Antibiotic　supplement

Coccidiostat

6　O．7

4．　0

5．　0

15．0

1　O．0

2．　5

　1．4

　0．　6

0．45

　0．　05

g．　os

　O．　15

　e．06s

　e．032

5　6．7

　4．　0

　4．　0

　5．　O

i　5．　G

l　0．0

　2．　5

　1．　4

　e．　6

　0．45

　e．　os

　o．　es

　O．is

　O．068

　0．032

TDN　（calculated） 6　7．8 6　4．9

1）　Rapeseed　meal．
2）　See　N　akaya．5）

3）　Contains　vitamin　A　30，00e　1．U．　and　vitalnin

　D3　6，000　1．U．　per　g・　12）
4）　See　the　Table　3　6f　N　akaya　et　aL

5）　See　the　foetnote　6　of　Table　9．

前実験の場合と同じように，エネルギー含量の調整には

考慮を払っていないので，菜種粕配合飼料のそれはTDiN

として約3％対照飼料より低いことになった◎これらの

綱島の一こ組成を第13表に示した◎

　供試した2種類の菜種粕は，いずれも同じ製油工場で

カナダ産の菜種を原料として製造されたもので，慣行の

温度条件下で製造された粕（以後常温粕とよぶ）と，採

油上支障のない範囲内で改変した条件下において，すな

わち，採抽工程の各段階とも常温粕の場合よりも低い温

度で処理して製造された粕（以後低温粕とよぶ）とであ

る。これら両粕の採油工程の各段階に詮げる温度差は5

～25℃の範囲にあり，かりに：平均してみると，1段階

につき13～14℃の差となった。その一般組成ならび

にNS王およびAL含量は第14表にみられるとk・　bで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3），　4）
あった。な細，水溶性窒素はさきに述べた方法，　AL

　　　　　　　　　　　　　13）
はCarpenterの報告した方法　によって測定し㌔後者

につ硲ては，約O．　8gの試料について行ったが，こめ方

法は，リジンの遊離ε『アミノ基を1「フ々オロー2，

4一ジニトロベンゼンでジzaトロフェニル化し，加水分

解を行い，ε一ジニトロフェニルーリジンとして定：量す

るものである。

　ヒナは，これまでと同じようにして4週間飼育して試

験した。

　試験終了後に，各区からそれぞれ平均体重に近いヒナ

を，4羽ずつ選んで解剖し，甲状腺澄よび膵臓の重：量を

測定して，各区の飼料給与の影響について調べた。

Table　13．　Chemical　composition　of　experiment．al　rations（O／o）

　　　1）
R　ation

　　　　　　Crude
Moisture
　　　　　　protein

Crude

fat

Nitrogen　Crude
　free
　　　　　　fiberextract

Crude

ash

Control　ration

Ordinary　temperature
processed　RSM，　150／o　ration

Low　temperature　processed
RSINt（｛，　150／o　ration

1　1．　6

1　L7

1　1．3

2　L4

2　2．2

2　1．6

3．　9

3．　9

4．　3

5　1．6

49．6

5　O．4

4．　5

5．　2

5．　1

7．　0

7．　4

7．　3

1）　RSM：rapeseed　meal．
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Table　14．　Chem　ical　composkion，　ni£rogen　solubilky　index　and　available　lysiRe　of　rapeseed　meals

Rapeseed　meal
Moisture

o
／
o

Crude　Crude
protein　fat
　O／．　O／．

Nitrogen
　free
extract

　；o；60

Crude　Crude
fiber　ash
　e／．　o／．

　　1）
N　SI

O
／
e

　2）AL

g／16gN

Ordinary　temperature
　　　　　　　　3）　10．3
processed　RSM

3　4．3 2．　0 3　9．0 7．　9 6．　5 1　2，5 3．　4

Low　tem　perature

processed　RSM
6．　5 3　4．0 4．　0 4　1．O Z8 6．　7 1　9．6 3．　9

1）　NSI：nitrogen　solubility　index　［（water　so｝ub｝e　nltrogen／total　nitrogen）　×100　］．

2）　AL：available　lysine．

3）　RSM：rapeseed　m　eal．

　実験∬

　生後25～28日の，Wistar系の幼シロネズミの雌

12頭を4判ずつ，ヒナの場合と同じく対照区，常温粕

区k・よび低温柏区の3区に分げて用いた。

　飼料は第15表に示したように配合したものを使用し

Table　15．　Cornposition　of　experimental　rations（O／o）

Ingredient

Control　R　sM，　i）lsO／．

ration　ration
Wheat

Soybean　meal

Rapeseed　m　eal

Fish　meal

Dried　brevLrer’s　yeast

Calcium　carbonate

Sodium　chloride

　　　　　　　　　　2）
Vitamin　supplement

7　9．　4

1　1．　O

4，0

4．　O

O．75

e．75

e．　1

7　5．4

1　5．0

4．　e

4．　O

O．75

0．7　5

0．　1

1）　Rapeseed　meal．
2）　Contains　vitamiri　A　palmitate　2，500　1．U．，　vi－

　tamin　D　200　1．U．，　vitamin　Bi　nitrate　1　mg，
　vitamjn　B2　1．51ng，．　p；’一．tinic　acid－aJm．　ide　！9　rpg，

　vitamin．　B　g　hydrochpride　1“rng，　folic　agid－hO．5

　rng，　calciuVm　paptothenate　5　！pg，．　vitqmi－n　B．　i2

　1　geg，　vitamin　C　37．5　mg　and　vitamin　E　1

　mg　per　g．

　　　　　　　　　　　　Table　16．

たが，小麦，大豆粕および菜種粕以外の原料の配合量：は

すべて同じとした。各飼料の一般組成は第16表に示し

たとおりである。なお，供試した常温粕および低温粕は

実験1と同じものを使用したQ

　飼育期間は40日間で．ケージに入れて個別に飼育し

た。飼料は自由摂取としたが，毎Bの残害量を参考にし

て翌日の給与量を定め，飽食できるようにした。飼料摂

取量は，5日ごとに残餌量をまとめてはかり，5N間の

給一与量の合計から差し引くことによって求めた◎また，

飲水は自由とした。体重は5日ごとに，飼料給与前のほ

ぼ定まった時刻に1頭ずつ測定した。

　40日間の試験終了後に，供試したシ・ネズミ全部を

囎」し，実験1のヒナと同じく甲状腺お・よび膵臓の重：量

を測定して，各区の飼料給与の影響について調べたQ

実験結果：

実験1

　得られた成績を，第3図k・よび第17～18表に示し

島

　第3図の成長曲線にみられるように，対照区のヒナの

Chemical　composition　of　experimenta｝　rations（O／o）

　　　1＞Ration Moisture
Crude

proteln

Crude

fat

Ni毛rogen

　free
ex宅ract

Crude

fiber

Crude

ash

Control　ration

Ordinary　temperature
processed　RSM，　150／o
ration

Low　temperature
processed　R　SM，　150／e

rat呈on

12．1

12．e

1　1．9

1　6．　e

1　5．　8

1　5．9

1．　7

1．　8

2．　1

6　3．4

6　2．3

6　1．9

2．　5

3．　6

3．　7

4．3

4．　5

4．　5

1）　RSM：rapeseed　meal．
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Fig．3．　Growth　curves　of　chicks　fed　each　ration．

　　一Control　；
　　一一一一一一〇rd　inary　tem　perature　processed　RSM，

　　　　150／o　；

　　mn－Low　temperature　processed　RSM，　150／o．

　　rr　able　17．

IL一一s一一一一一tr一一一一一一一一一一一一一一

成長がもっとも良く，常温粕区がこれにつぎ，低温粕区

がもっとも劣った。第17表に示した増体量について，

対照区を10Cとした振数で柏崎してみると，常温粕区と

低温三三とでそれぞれ93と83となり，対照区と低温

粕区との間の差はP＜O．　01で，常温柏区と低：温粕区と

の間の差はPくO．05で，いずれも有意であったのに対し，

対照区と常温粕区との間には有意差は認められなかった。

　常温粕区に於ける飼料摂取量は．対照区とほとんど変

わりなかったのに対し，低温粕区では両区の約9％少な

かった。つぎに，飼料効率は，常温粕区と低温粕区とで

はわずかな差がみられただけで，対照匿の7～10％低

かった。

　第18表にみられるように，常温粕区澄よび低温粕区

のヒナの甲状腺重：量には，絶対重量於よび比体重重量の

いずれについても有意（Pくe．・01）な増加がみられ，後

者について比較してみると，菜種粕給与三斜では対照区

の約2．1～2．2倍に増加していたが，常温粕区と低温粕

区との間の差はわずかであった。蓑た，膵臓重量につい

ては，第18表にみられると齢り，両粕給与の影響はほ

とんどみられなかった。

Effect　of　dietary　treatments　on　weight　gain，　feed　intake　and　feed　efficiency

Dietary

　　　　　1）
treatm　ent

Weight　gain Av．　feed　intake 　　　　　　　2）Feed　efficiency

（g） Ratio （g） Ratio （e／o） Ratio

Control

Ordinary　tem　perature
processed　RSM，　150／o

Low　tem　perature
processed　RSM，　150／o

　　　　3｝
2　19±3

2◎5：士6

　　　う←今←
182士8

100

93

83

521

524

477

100

10e

91

4　2．0

3　9．　1

38，1

100

93

90

1）　RSM．：　rapeseed　meal．　2）　［Weight　gain（g）／feed　i　ntake（g）］×100．　3）　Mean±standard　error．

4）　一）e：）e　Significantly　differeRt　from　control　at　P〈O．Ol．

　　Table　18．　Comparison　of　weight　of　thyroid　and　pancreas（fresh　weight）

Dietary

　　　　　1）
treatnaeBt

Thyroid　（mg） Pancreas　（g）

　　2＞
Abs．

　　3）
Rel． Abs． Rel．

Control

Ordinary　tem　perature　processed
RSM，　15e／．

Low　tem　perature　processed
RSM，　15％

　　　　4
15．8士0。4

　　　　於鋳
3L8士1．2

　　　　DeDe30．O士1．7

6．2士O．2

　　　　於暑
13．0±O．8

　　　　今←今←
13．4±1．4

1．11士◎．◎7

1．09士0．06

1．03±O．04

0．43士0．02

O．4410．03

O．4610．01

1）　RSM：rapeseed　meal．　2）　Absolute　weight．　3）　Relative　weight．

5）　一）e一）e　Significantly　different　from　control　at　P〈O．Ol．

4）　Mean±standard　error．

一51一
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実験9
得られた成績を，第亟図および第19～20表に示した。

1コ口g

14・O

o◎1

剃
綴
b
心
葱
≧
あ
唱
○
自
⇒

60

40

　　　　　　　　　　　　　　！’
　　　　　　　　　　　　　！ノ
　　　　　　　　　　　　ノノ
　　　　　　　　　　　／　／
　　　　　　　　　　，／　／
　　　　　　　　　／　／
　　　　　　　　／　／
　　　　　　　／　　／
　　　　　　／　／
　　　　　〃／

　　　／
／■・／’

ア

X一一一”ha．st－m一一in．一hawwin－m－L－ww．arm－di

　　　　　O　10　20　30　40　　　　　　　　　　　　Days
Fig．4．　Growth　curves　of　rats　fed　each　ration．

　　一　Control　；
　　“”一’　Ordinary　tern　perature　processed　RS？．vl，

　　　　150／e；
　　T－Low　tern　perature　processed　RSM，　15％．

　縄墨図の成長曲線から明らかなように，対照区のシロ

ネズミの成長は，他の2区に比較してもっとも良く，低

温粕区がもっとも劣り，常温粕区のシmネズミは爾者の

ほぼ中間の成長を示し胸管19表に示したように，：増

体量を対照区を100とした指数で比較してみると，常温

粕区は89，低温粕区では90となり，前2区間の差は

有意ではなかったが，低温粕区と対照区k・よび常温柏区

との聞にはいずれも有意差（P〈e．05）が認められた。

な澄，このような傾向は実験工のヒナにおいてみられた

それに類似していた。

　飼料摂取量は，常温虜囚で約5◎g，低温粕区で約

80g対照区よりそれぞれ少なかった。しかしながら，

3区相互の間には有意差は認められなかった。飼料劾率

は，対照区〉常温粕区〉低温粕区の順に高く，飼料摂取

量に類似した傾向を示しており，対照区と低温粕区との

間の差は有意ぐPくO．　01）であった。

　甲状腺の重量は，第20表にみられるように，菜種粕

給与両区に謡いては，絶対重：量細よび比体重重量のいず

れについても有意（Pくe．　01）な増加がみられた。比体

重重：量についてみると，常温粕区と低温粕区とにお・いて

Table　19．　Effect　of　dietary　treatmeRts　on　weight　gain，　feed　intake　ancl　feed　efficieHcy

Dietary

　　　　　l）
treatmeRt

Weight　gain Av．　feed　intake Feed　efficiency

（g） Ratio （g） Ratio （9／o） Ratio，

Control

Ordinary　tem　perature
processed　RSM，　150／o

Low　tem　perature
processed　RSM，　150／o

　　　3）
l19±5

玉06士2

96士2

1eo

89

se

820士27

768：士　5

74（｝士18

IOO

93

90

14．5士0．1

13．8士◎．3

　　　　幹今e
12．9士0．1

1eo

95

88

1），2），3）　See　the　footnote　1，2　altd　3　of　Table　17．

4）　一ve，　一＞e一）e　Significaiitly　different　frorn　coRtrol　at　P〈QO5　and　P〈O．Ol，　respectively．

　　Table　20．　ComparisoR　of　weight　of　thyroid　aRd　pancreas（fresh　vvreight）

Dietary

　　　　　1）
宅reatme簸t

Thyroid　（mg） Pancreas　（g）

　　2＞A　bs．
　　3）
R　el． Abs． Rel．

CoRtrol

Ordiitary　teiTn　perature

processed　RSM，　150％

Low　tem　perature
processed　RSM，　150／o

　　　　4）1　e．9±O．7

　　　　今G←19．9　trl．9

24．6士2．7－X→）e一

6。4士0．3

　　　　苦今←
127±エ．1

16．8士L8暑梼

2。03士0．24

1．98±C）．30

1．8　O±O．　1　5

L20＝ま二〇．15

1．26±O．19

L22士0．05

1）”一4）　See　the　footnote　1一一一4　of　Table　18．

5）oee　See　the　footnote　5　of　T　able　18．

それぞれ対照区の約2．0倍細よび2．6倍の重量になって　　幾分大きかったが，その差は有意ではなかった。なお，

澄り，低懸子区の方が常温粕汁よりも重量増加の程度が　　膵臓の重量は，ヒナの場合と同じように，低温粕および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5　2一
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常温粕給与の影響はほとんどあらわれなかった。

2．消化性について

　実験方法：

　実験1

　約5週齢の単冠白色レグホーン種の雌中ヒナ8羽を，

4羽ずつ常温粕区と低温粕区の2区に分げて群飼した。

　菜種粕のみを給与して消化試験を実施するのは困難で

あるので，まず，基礎飼料の消化率を求め，ついで基礎

飼料に供試菜種粕を加えた試験飼料の消化率を求めて，

　　Table　21． Sume　constituents　and　chromic　oxide　contents　of　basal　and　test

計算によb供試菜種粕の粗たんぱく質および粗繊維の消

化率を算出した。基礎飼料は，市販のブロイラー前期用

飼料90と黄色トウモロコシ10の割合に混合したもの

で，これに約G．2％の酸化クロムを均一になるように添

加混合して調製した。また，試験飼料は，この基礎飼料

70と常温粕あるいは低温粕30の割合に混合し，これ

に基礎飼料の場合と同じように約O．2％の酸化クロムを

添加混合した。これらの各飼料の分析結果を第21表に

示した。な齢，供試した常温粕と低温粕はさきに述べた

成長試験に澄いて使用したものと同じである。

　　　　　　　　　　　　　　　rations　（O／o）

　　　1）
R　ation 真厘oisture

Crude

protem

Crude

fiber

Chrom　ic

oxide

Basal　ration

　　　　　　　　Basal十〇rdinary　tem　perature　　　　　　　f

梱蜘 薄ﾙ断熱一

11．9

1　1．7

葦L1

2　4．　0

2　8．8

2Z8

Z5

5．　1

5．　0

O．16

0．17

O．1　7

1）　RSM：rapeseed　meal；test　ration　consists　of　700／o　basal　ration　and　300／o　rapeseed　meal．

基礎飼料冷よび試験飼料について・本試験期間を3貝　　Table　22．　Composition　of　basal　ration

問としfc以外は，さきに述べたと沖つの方法に従って消

化試験を実施した。

Ingredient o
／
o

実験rr

　体電200g前後のWistar系シロネズミの雄6頭を，

常温粕区と低温粕区の2区に等分し，いずれも1頭ずつ

代謝ケージで個別に飼育した。

　ヒナの場合と同じく，まず基礎飼料ついで試験飼料の

消化率を求めて，供試菜種粕の各成分の消化率を算出し

た。第22表に示した配合割合で基礎飼料を調製し，こ

の基礎飼料70と常温粕あるいは低温粕30とを混合し

て試験飼料とし，これらにいずれも約O・3％の酸化クロ

　　　Tab｝e　23．

Wheat

Soybean　meal

Fish　meal

Calcium　carbonate

Sodluin　chloricle

　　　　　　　　　　l）
Vitamin　supplement

7　8．2

1　O．0

1　e．o

　O．　8

　0．　8

　0．　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　See　the　footnote　2　of　Tabl　e　15．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムを添加混合した。これらの基礎飼料および両試験飼料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の分析結果は第23表に示すとk・　gであったbなお，常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　温粕と低温粕はヒナの場合と同じものを使用した◎

Chemical　composition　and　chromic　oxide　contents　of　basal　and　test　rations（O／o）

　　　1）Ration Moisture
Crude　Crude　N　itrogen　Crude　Crude　Organic　Chrom　ic

　　　　　　　　　free
protein　fat　extract　fiber　ash　matter　oxide

Basal　ration
1　2．　0 18．2　2．e 59．2 2．6　6．0　82．0　O．27

Test　ration

Basal十〇rdinary
temperature　processed

RSM
Basal十low
tem　perature　processed

RSM

1　L4

1　1．3

22．8　2．0

22．7　2．5

5　2．5

5　2．3

5．1　6．2　82．4　G28

5．1　6．1　8　2．6　O．27

1）　RSM：rapeseed　m　eal；test　ration　consists　of　700／o　basal　ration　and　3eO／o　rapeseed　m　eal．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一53一
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　それぞれの飼料について，予備飼育期間6日，本試験

期間5日とし，飼料は飽食よりやや少なめの量を給与量

の目安として，毎日前戴の摂取状態をみながらその量を

調節し，温湯で練って給与しf（o本試鹸期間申毎日飼料

給与前に：排泄されたふんのほとんど全部を採取して55

～60℃で通風乾燥し，5H分をあわせて分析用試料とした。

　な細，飼科海よびふんの一毅成分の分析は常法8）によ

り，また，これらの酸化クロムの定量はヒナの場合と同

Table　24．

　　　　　　　　　　　　11）
じく硝酸・過塩素駿酸化法　により行ったQ

　実験結果：

実験1

　基礎飼科および試鹸飼料給与時に詮けるふん尿混合物

中の糧繊維詮よび酸化クロム含量，また．ふん中のたん
　　　　　10）
　　　　　　とをあわせて第24表に，また，基礎飼料ばく質含量

細よび試験飼料の粗たんぱく質と粗繊維の消化率を第

．g－ome　constitueRts　ancl　chromic　oxide　contents　of　excreta　in　chicks　fed　each　ration（O／o＞

Group
　　　1）Ration 　　　　　　Crude　Crude　ChromicMois毛ure

　　　　　　protein　fiber　oxide

Qrdinary　tem　pe’rature　processed

，RSM

Low　teiin　perature　processed
RS］）Vi

｛．　Basal

j’ration
／

　T　est

〈　ratlon

　Basal
／rat10R

儲n

IL8

1　2．　1

1　2．　0

1　2．1

6．　0

8．　5

6．　8

8．　5

9．　7

1　3．4

9．9

13講

。．6g

O：41

86α

24α

　　　　1）　See　the　footnote　1　of　Table　21．

［1“able　25．　A’pparent　digestibility　of　crude　protein

　　　　　　and　crude　fiber　in　basa｝　ration，　test

　　　　　　ration　aRd　rapeseed　meal（O／o）

Item Crude　Crude
protein　fiber

Basal　ration

Test　ration

RSM

f窯繍溜謬瀞・1
）　Low　terppegature
　　　　　　　　　　　　　9　3．　3
k　processed　RSM　group

隙総d欝「a加「e・7・・

1，　Low　temperat－ure
　　　　　　　　　　　　8　Z6〈　processed　RSM

l零細d欝「atu「e　92・・

｝撚撒雛「e・5・・

7
8

＆
a

1）　RSM：rapeseed　meal．

25表に示した。

　同じ基礎飼料給与時に澄ける2群のヒナの両成分の消

化率にはわずかな違いがみられただけであったQまた，

試験飼料の粗たんぱく質の消化率は両区でぽとんど同じ

であったが，粗繊維は両区とも消化されないものとみな

された。以上の成績から算出した常温粕於よび低温粕の

粗たんぱく質の消化率は，後者め方が前者に比して約8

％低く，可消化粗たんぱく質含量は，常温粕で3’L5％，

低温粕では28．9％となった。

　実験耳

　基礎飼料訟よび試験飼料給与時における両区のシロネ

ズミについて，それぞれ個体別に求めた各成分の消化率

を，いずれも各3頭の平均値として第26表にまとめて

Table　26．　Apparent　diges．tibi｝ity　of　some　nutrients　iR　basal　and　test　rations（O／o）

Group 　　　i）　CrudeRatio貧
　　　　　pl’otelB

　　　　　　NitrogeR　free　Crude
Crude　fat
　　　　　　extract　fiber

Organic
matter

Ordinary　temperature
processed　RSM

Low　teiinperature
processed　RSM

　　　　　　　　　　2）「Basa1　7．6．0士α3
　ration

Tes宅　6．Z3士α9
t　ration

田asal　76．1士α5
　ration

Test　ヂα1士3．、7
　rat三〇n

7　3．　8±e．　6

67．8±O．4

71．3士1．◎

69．4士0．3

88．3士0．8

82、3士0．5

88．2士0．6

8e．4±O．4

30．1士1．2

152±2．0

28．1士1．0

！7．7士2．3

83．7士0．3

73．　6士0，5

83．0士0．5

7　3．3士i・5

i）　See　the　footnote　1　of　Table　23．

2）　Mean±standard　error．

一一 T4一
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示した。

　両飼料給与時に澄ける風乾ふんの各成分の含：量には一

般に著しい差異はみられなかったQ基礎飼料について，

粗脂肪訟よび粗繊維の消化率は常温粕区のシロネズミの

方がやや高い一向にあったが，全般的にそれ砥どの差異

はみられなかった。つぎに，常温柏あるいは低温粕を配

合した試験飼料では，撃たんばく質，粗脂肪論よび粗繊

維の消化率が，前者ではいずれも低く，可溶無窒素物の

それは逆に高い傾向にあった。

　以上の成績から，2種類の菜種粕の各成分の消化率は

第27表のように計算された。すでに述べた試験飼料に

ついての傾向に類似して，常温粕の潤たんばく質，粗脂

Table　27．　Apparent　digeg．　tibility　of　some　nutrients　iR　rapeseed　ineals　（％）

　　oRSM Crude　protein　Crude　fat
Nitrog－en　free
　　　　　　　Crude　fiber
　extyact

Organic

matter

Ordinary　temperature
processed　RSM

I．ow　tein　perature

processed　RSM

　　　　2）
54．6士2．3

6　1．0±7．6

49．9士3．3

63．0士0．5

56．3±i．8

4．4．3士1．5蘇

9．6士3．5　　　49．3士L3

16．　7士5．1　　　50．1＝量＝3．9

1）RSIVI：rapeseed　meal．　2）Mean±standard　error．
3）　一re，’）eW．Significantly　different　from　ordlBary　tem　perature　processed．RSM　at　P〈e．　Q5　and　P〈O．Ol，

　respectively．

肪および粗繊維の消化率は，低温粕のそれらよりも低く，

粗脂肪については有意差（P〈0．05）が認められた。

また，可溶無窒素物の消化率は逆で，常温粕の方が有意

（P＜0．01）に高かったQこれらの結果から，可消化養

分総量は常温粕で43．6霧，低温粕では45．9％となり，

前者の方がわずかに低い傾向に拳つた。

考 察

　いずれもカナダ産の菜種を原料とするが，NS王と色

調から，採油時に訟ける加熱の程度が異なると推測され

る三三粕3種類と抽出粕の計4種類を給与したヒナに診

いて，NSIが低く，かつ色度が強い粕，すなわち，加

熱の程度が高いと考えられる粕に澄いて，わずかに飼料

摂取量が多く，また，鋼料効率が低い傾向にあったけれ

ども，増体量，飼料摂取量澄よぴ飼料効率には概して差

異がみられず，また，その甲状腺重量は，菜種粕無給与

の場合のそれの約し7～2．劇音に増加していたが，NSI

と色調から推測した限りに細いては，甲状腺の重量増加

と加熱の程度の違いとの間には，とくに一定の関係は認

められなかった。

　これらのことから，カナダにおいて抽出法により採油

製造された粕をも含めて，異なる製油工場に診いてそれ

ぞれ慣行の条件下で採油製造されている菜種粕の栄養価

には，実際にヒナの成長に影響を齢よぼすほどの差異は

なく，また，これらの菜種粕を給与されたヒナの甲状腺

：重量は，いずれも菜種粕無給与の場合の2倍前後であっ

たので，その重量増加め程度，すなわち，抗甲状腺作用

の強さにもそれほどの違いはないと判断さ澆た6僕試し

た4種類の粕について・キャフェテリア方式による嗜好

試験の結果からは，加熱の程度が高いと推測される菜種

粕の方がヒナに対する嗜好性は高いと判断された。しか

しながら，成長試験に澄けるようua　sそれぞれを個別に

給与した場舎に澄いては，嗜好試験に於いてみられたよ

うな傾向がわずかにうかがわれるだけであったから，実

際上はほとんど問題になるほどのものではないと考えら

れる。

　わが国に於いて，肥料としての利用を目的とした場舎

に：，菜種粕のかつ色度を強めるために，慣習生色つけと

称する加熱処理を行っている製油工場がある◎このtい

わゆる色づけ操作と菜種粕の栄養価や抗甲状腺作用との

関連性についての知見はみられないQ色づけのための加

熱処理の有無の影響を調べた試験に於いて，菜種粕給与

4区の問にはほとんど差異はなかったが，ヒナの甲状腺

重量についてはそうでなかった。すなわち，供試した4

種類の菜種粕の中で，とくに色つげ前粕と色つげ粕とを

比較するために，前記の4項目について，色づけ前粕を

それぞれ順次にlooとした指数で比較してみると，色つ

げ粕のそれらは99，98，100語よび84となり，甲状

腺重量については両者の間に有意差（Pくα◎5）が認め

られる◎採油時期は異なるけれども，色づけ粕とほぼ同

じ条件下で製造された色づけA粕澄よび色づけB粕につ

いて，同じように比較すれば，それらの指数は72澄よ
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び88となり，色づけ前論との間の差は有意ではなかっ

たげれども，平均すればさきの色づけ粕の指数84と大

きい差はない。したがって，わが国で慣習上行われてい

る色づけのための加熱処理は，菜種粕の栄養価にはほと

んど影響をh一よぼさないが，特殊成分の抗甲状腺作用を

いくらか減弱する効果があるように：考えられた。

　同じ裂油工場に遍いて，慣行と採油上支障のない眼り

低い温度条件下とで製造された常温粕と低温粕とを給与

した場合に訟けるヒナおよびシロネズミの成長の様相は

きわめて類似していたQすなわち，低温粕区のヒナおよ

びシロネズミの噌体量は，常温粕区のそれの約89％診

よび約91％で，ほとんど同じであり，また，民心の闘

の差はいずれも有意（Pくα05）であった◎飼料摂取量

＄“よび飼料効率は概して常温粕の方がすぐれているよう

であったが，両供試謡物でその傾向には違いがみられ，

低漏粕給与の悪影響はヒナでは義者，シロネズミでは後

者に比較的強くあらわれるようであった。t一一一方，ヒナ於

よびシロネズミの甲状腺重量は，垂心の給与によってい

ずれも有意ぐPくα01）に増加したが，低温粕給与の場

合，とくにシロネズミに誇いてより重いような傾向を示

した。

　本実験の場合のように．採油工程の各段階とも…貫し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　）
て処理条件を変更して比較した例ではないが，吉閉ら

は，国内産とカナダ産の菜種について，採油の前処理と

して105℃で45分間あるいは115℃で60分間乾熱処

理した後に，慣行の条件下で同じように採油して得られ

た4種類の粕をヒナに給与した場合に，増体量や飼料効

率に有意差はなく，また，ヒナの甲状腺重量はいずれも

有意に噌加し，カナダ産菜種では処理条件による差異は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝5　｝認められなかったことを述べているQ窪田。森本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も，

吉田らの用いたものと［司じ4僅類の菜種粕を用いた産卵

鶏での試験の結果，それらの消化性，産卵率，飼料摂取

量お・よび甲状線重量にはほとんど差異が認められなかっ

たことを報告しているQ

　常温粕と低橿粕とを比較した以上の成績から，第14

表にみられるように，前者のAL含量がいくらか低いに

もかかわらず，少なくとも常漏粕に対する程度の加熱処

理が必要であろうということができる。リジンの損失な

ど，たんぱく質の栄養価の低ドを防ぐために採油時にお

ける加熱条件はできる限り緩やかであることが必要であ

　　　　　　　　　　　　1）
るとするClandininの主張　にもかかわらず，以上の常

温粕と低温粕とを比較した結果ならびに第1図にみられ

るように製油工場を異にした菜種粕を用いた嗜好試鹸の

結果，また，色づけのための加熱処理が抗甲状腺作用に

於よぼす影響なども考慮に入れて，Aしの損失など菜種

粕のたんぱく質の栄養価にいくらかの損失をもたらすと

しても，実用上は，採油工程においてある程度までの加

熱が必要であることが示唆されたものと考える。

摘 要

　菜種の採油工程に細ける温度条件の違い，すなわち，

菜種粕製造条件の違いが，成長，甲状腺，嗜好性および

消化性などにおよぼす影響について，ヒナあるいはシW

ネズミを用いて調べ，飼料原料として使用することを目

的とした場合の菜種粕製造条件の影響についての基礎的

知見を得ようとしたQ

　L　水溶性窒素指数（NSI）於よび色調から，採強時

に轟ける幅度条件が異なると推測されるそれぞれの菜種

粕を給与したヒナの甲状腺の重量増加の程度と，温度条

件の違いとの問にはとくに一走の関係は認められなかっ

た。NSIが低くて加熱の程度が高いと考えられる漿種

壷の嗜好性は良い傾向にあり，また，粗たんぱく質の消

化性はやや劣るが，粗繊維のそれはすぐれていた。

　2．慣習．L行われている色づけのための加熱処理は，

ヒナの成長，飼料摂取謙虚よび飼料効率には億とんど影

響を赴よぼさなかったが，甲状線の重量増加の程度をい

くらか軽減するようであった。

　3．採油工程を通じて慣行よりも低い温度条件下で製

造された菜種粕の給与によって，ヒナ齢よびシロネズミ

の成長は低下し，飼料摂取量も少なく，飼料効率も低く，

慣行の条件下で製造された粕との闘に差異がみられたが，

両粕の消化性には総じて大差はないものと考えられたQ

また，ヒナおよびシロネズミの甲状腺重：量の増加は，低

い温度条件下で製造された粕を給与された場合にやや高

い傾向にあった。

　4．以上の結果から，菜種柏を飼料原料として用いる

ことを目的として製造する場合には，少なくとも慣行の

温度条件下に齢ける程度の加熱処理が必要であり，加熱

処理が菜種柏の嗜好性と密接な劇係を有するものと考え

られた。また，それぞれの製油工場に開ける慣行の範囲
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内に齢げる程度の温度条件の違いは，葉種粕特殊成分の

抗甲状腺作用に影響を診よぼすほどのものではなかった

が，色づけのための加熱処理はその抗甲状腺作用を減弱

するのにいくらかの効果があるように考えられた。

　抽出粕（Saskatchewan　Wheat　Poo1製造）を一儀下

さったPrairie　Regienal　Laborat◎ry（Canada）のDr．

L．R．Wetterに感謝致します。

　なお，本研究の一部は農林水産業特別試験研究費補助

金によったものである。
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　　The　present　experiments　using　chicks　and　rats　were　conducted　in　erder　to　obtain　the　fundamental

information　about　the　infiueRces　of　various　processlBg　conditions　oft　tke　rapeseed　meals，　as　an　ingre－

dien！　in　animaj　feeds，　in　the　processing　factofies．　Namely，　in　these　experime”ts，　the　infiilences　of　these

different　co織dl毛lo鍛s　o轟　grow£h　ra£e　and　thyrold　weigh毛of　bo毛h　a難imals　or　pa蔓ata滅i重y　a難d　apPare！玉t　di－

gestibility　of　rapeseed　meals　were　investigated．

　　1．1旧he　chicks　were観seve罫ahapeseed憩eals　whlch　weτe　co難s童dered重。　b6　Pぎ◎cessed　u繭r

difflere　nt　thermal　conditiofis，　respectively，　accordiR．g，　to　their　Ri£rogeR　solubility　index　or　color，　the

relatiofiship　was　not　observed　betweeit　the　thyroid　eRlargement　d“e　to　the　feediRg　of　above　meals

a縫dther瓢al　processlng　co薮di毛i◎ns　on　t猶ose．　It　apPeared　tha£由e瓢eals　resulting　frolR　hlgher£e即e一

罫a田re　treat獄e瓶　（海短益9　Process勧g　showe（量　be綻er　paiatablli｛y，　めwer　a簸d　hlgher　apPare搬　　dlges£lbll髭y　◎n

crude　protein　aitd　crude　fiber　than　those　resulting　frora　lower　£emperature．

　　2．　When　chicks　were　fed　rapeseed　meal　resulting　from　the　custornary　toasting　for　purpose　ef　co－

loriRg，　their　growth　rate，　feed　iRtake　and　feed　eeqciency　were　alfnost　uninfiuenced．　However，　it　was

found　that　the　ra｛e　of　thyroid　enlargement　tended　to　be　decreased　by　above　trea£ment

　　3．　The　lower　growt13　rate，　iess　feed　intake　and　lower　feed　efficiency　were　observed　in　both　chicks

aRd　rats　which　were　fed　raeals　resulting　frem　lower　temperature　in　compared　with　ordinary　temperature

dur｝Rg　processjng．　Aj£hough　1he　differences　in　apparent　digestibility　betweeR　both　meals　were　het　evident，

thyroid　weight　was　slightly　greater　in　animals　fed　the　former　meal　than　ii｝　those　fed　｛he　latter　one．
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　　4．　The　overall　results　iRdicate　that　the

thermal　coRdition，　for　rapeseed　meal　as　an

to　rapeseed　meal　is　closely　related　with　the

condition　withiit　the　respective　range　ifi　the

antithyroid　activi｛y．

processing　trea｛meRt　at　least　up　to　the　rate　of　ordinary

ingredient　in　aRimal　feeds，　is　required　and　such　｛reatment

palatability　of　that，・furthermore，　that．the　difference　of　thermal

processlng　ぬctories　do　not　glve　any　in舳ence　to　the
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